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世界に羽ばたく

エンジニアを育成する
７つの学科

学　　 科
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学 科 概 要

ものづくり技術に加えて、

自動車･航空宇宙･医療福祉･

動力エネルギー分野などにおける

最先端の技術を学べます。

太陽光発電用材料､集積回路､通信技術、

電気電子工学技術は未来を

大きく変える力があります。

あなたも未来を創りませんか?

ソフトウェア･ハードウェアの基礎技術

から､人工知能･ＣＧ･ソフトウェアエ学･

感性情報工学などの応用技術まで。

複数の学問領域(機械･電気･情報)に

またがる統合システム(ロボット等)の

構築技術を基礎から広く学びます。

土木工学と環境工学に関する

広い基礎知識･技術を併せ持ち、

持続可能な社会の構築に意欲的に

貢献できる技術者を育成します。

安全･安心で快適さを保つ新素材･

高機能物質やクリーンエネルギー開発、

環境問題に取り組む専門技術者を

育成します。

人類が未だ手にしたことのない

物質の設計･発見!

これを目指し､時代を超えた普遍の

学問を学びます。
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第 二 志 望 制 度

●前期日 程の選択科目 によって､ 第一､ 第二の

志望順を付け て出 願することが可能です。

● 後期日程 は全学科間で第一､第二の志望順を

付けて出 願することが可能です。
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太陽光発電用材料、集積回路、通信技術、電気電子工学技術は未来を

大きく変える力があります。あなたも未来を創りませんか?
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超伝導体を用いた高性能高周波デバイスの研究

超伝導体は高周波において銅などの金属と

比べて抵抗が2~3桁ほど低いことが知られてい

ます。そのため､ 超伝導体を用いた高周波デバ

イスは従来では実現できない高性能を実現す

ることができます。我々は必要な電波(周波数)

だけを取り出すことができるフィルタに超伝導

体を 用い て高性能化を 図っています。最近で

は､高速･大容量通信を 実現する新しいフィル

関谷　准教授

夕の設計方法を提案し､それを用いたフィルタサブシステムを開発

し､展示会でデモンストレーションなどを行いました(図1)。

また､近い将来実用化が期待されるワイヤレス電力伝送(WPT) に

超伝導体を用いる新しい研究にも取り組んでいます(図2)｡WPT は携

帯電話や家電製品､電気自動車などに非接触で電力を供給する技術

であり､電力を供給するためのコイルに低損失の超伝導体を用いれ

ば､非常に効率よく電力を供給できるようになると考えられます。

さらに､開発した超伝導コイルは微弱な信号を高感度で検出するた

めのコイルとしても使用できることから､MRI やNMR などの信号検出

コイルへの応用も検討しています。

図1 展示会の様子

図2 ワイヤレス電力伝送回路
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ソフトウェア･ハードウェアの基礎技術から、

人工知能･ＣＧ･ソフトウェアエ学･感性情報工学などの応用技術まで。

回 ￥! 回
讃

詳しい紹介はコンピュータ理工学科ホームページ

http://ｗｗｗ.(sｅ･yａｍａｎａshi.ａ(.jp/

カリキュラム¬ 四 ‾ 匹 ¬ 四 天

ビッグデータに眠る深層知識を発見する

私達が暮らす現代は｢情

報爆発｣の時代と呼ばれま

す。世界のデジタルデータ

量は2020 年に40ゼタバイ

トに達する見込みです。

流通される膨大なデータ

はスマホから車の運転､医

療･健康､気象観測などさま

山本 助教

ざまな分野で活用されるようになっていますが､一

方､利用されるデータはまだ全体に比ベー握ﾘ です。

そこでいま､膨大な｢ビッグデータ｣から､これまで

になかった新しい知識や洞察を得るデータマイニン

グ技術に注目が集まっています。

私達はその中で､日々刻々と変化する多次元の時

系列データから潜在パターンやルール､素性など、

データに隠された｢深層知識｣を高速･省メモリで抽

出する技術を開発しています。
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時系列に流れるストリームデ
ゴ
タ し。
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気 象観測､センシング､マーケットデータ応用

ユーザー

，要求

出力:

I 頻出パターン

の集合

／

本研究課題は2014 年度の科 学技術振興機構(JST)

戦略的 創造研 究推 進事業｢さきがけ｣に

採択され今後､バイオや医療､農業といったさ

まざまな用途への応用が期待されています。
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コンピュータ理工学科
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複数の学問領域(機械･電気･情報)にまたがる

統合システム(ロボット等)の構築技術を基礎から広く学びます。

冒

に Ｏ`゛゛≒二 温気 ごこよ

ステレ オカメラによる三 次元環 境 認 識

ステレオカメラは人

間の眼と同じように2台

のカメラを並 べたカメ

ラシステムです。この２

台のカメラで同じ物体

を撮像し比 較すると視

差(画 像間で の物体 の

位 置に ズレ)が 生じま

丹沢　准教授

す。この視差により､コンピュータも人間の眼と

同じように周りの環境を立体的に認識できるよ

うになります。立体的に環境を 認識できれば､色

や模様に関係なく自動車や人間などを容易に確

実に見つけることが出来ます。

私たちは､自律移動ロボットや自動 運転の自

動車などの眼としてステレオカメラを用い､より

人間に近い賢いロボット､より安全な自動運転自

動車の実現のための研究を行っています。

町

ステレオカメラ

口＞

距離分布画像

(距離を色X･表現 近唾 球 皿 遠)

三 次元分 布は　　 ｀

下 図になる から

障 害物はどこかな?

ロ ボットはどう動け ば

安全 かな?　　　　
夕

移動ロボット

ぼ ）

コンピ ュー タが 認 識し た 環 境(

直進はぶつかりそうだな …避けよう)

UＮIＶERSITＹＯF YＡＭＡＮＡSH1　06
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土木工学と環境工学に関する広い基礎知識･技術を併せ持ち、

持続可能な社会の構築に意欲的に貢献できる技術者を育成します。

羅

白雪就認二次言

カ
リキュラム

¬･ 匹 ‾ ‾薦 ＼　

便利で生活を支援できる新たな移動環境の構築

皆さんは､バスが使いにくい

と思ったことはありませんか?

バスや鉄道などの公共交通は

複数の人が利用することを前

提とするため､一人一人にとっ

ては必ずしも 使いやすいとは

限りません。どのようにしたら

多くの人 にとってバスは使い

やすくなるのでしょうか?

佐々木　教授

１)山間地を走るバスに対して､現地調査をもとにルー

トの提案からバスダイヤの変更までを実施し､従来

比４倍以上の利用者に増加させました。

２)運行情報だけでなく､地域情報を盛り込んだわかり

やすいバスマップを甲府市と共同で作成し､好評を

得ています。

３)地域で乗合を支援するシステムを構築し､それを実

証的に運行しています。

１)と２)の研 究の成果は､日本モビリティマネジメント会議 にお いて、

それぞ れ技術 賞及びデザイン賞として表彰されました｡ ３)の研究は総

務省からの支援を受けています。
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安全･安心で快適さを保つ新素材･高機能物質やクリーンエネルギー開発、

環境問題に取り組む専門技術者を育成します。

ダ

詳 し い 紹 介 は 応 用 化 学 科 ホ ー ム ペ ー ジ

http:// ｗｗｗ.ｃｈｅｍ･y ａｍａｎａshi.ａｃj p/

ガス状化合物の濃縮と迅速・高感度分析

空気中には様々な揮 発性有

機化 合物(ＶＯＣ)が含まれてい

ます。ＶＯＣにはヒトの健康に悪

影響がある化合物や、香りや悪

臭の 元となる化合物もありま

す。空 気中 のＶＯＣは 通常 は非

常に 微量なので､ 空気をその
植田　助教

まま分析装置に導入しても､ 上手く分析できません。

そこで私たちは空気中のＶＯＣを分析するための針

型濃縮デバイスを開発しています。この濃縮針は､空

気中 のVOC を選択的に捕集して､針内に濃縮できま

す。そして､この濃縮針を分析装置に直接挿入して､濃

縮したVOC を装置に導入 することにより､簡単で迅速

にＶＯＣを高感度分析することができます。私たちの研

究では様々な環境中の微量ＶＯＣを高感度分析するた

めのデバイスを開発しています。

針型 濃縮デバイス

万 万ｒ犬 上 ○ 寥,ﾚﾉﾊﾟ|

蜘
扮
絢

石
像

キンモクセイの香気の測定例

時間（分）

（
Ｘ
）
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人類が未だ手にしたことのない物質の設計･ 発見!

これを目指し、時代を超えた普遍の学問を学びます。

鰯

ご Ｏ百万言↓二 三二
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物質科学と光科学による

脳機能の実現を目指して!!

脳のように自分の判断で動作するコン

ピュータを実現するため､小林･石川研究室

では､″近接場光″と呼ばれる空間を伝わら

ない不思議な光で情報を伝える方法を理論

的に研究しています。

分子と同程度の小さなナノ構造体の周り

には､形や環境に応じて様々に変化する近

接場光が発生します。ナノ構造体を組合せ

それら近接場光で情報を伝えるシステムを

作れば､環境に応じて柔軟に答えを見つけ

る新しい機能のコンピュータが期待出来る

のです。

物質科学と光科学を専門とする研究室が

グループを組んで全く新しい脳機能の実現

を目指しています。

石川 准 教 授( 左 端)

ディスカッションの様 子

脳の神経回路(酒井研)

二≪ ≫
近接場光のシミュレ ーション

(小林･石川研)
様々な形と配置のナノ構造体(

堀･内山研､酒井研､東海林研)

09　U ＮIＶERSITＹＯF YＡＭＡＮＡSHI
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きめ細かい教員の指導

少人 数 教育

・
勉

國

少 人数教育を実 践しています｡卒

業 研究も 教員一人 に対し､学生 は

３､４名程度です。

Ｉ

Ｆ
４`

'1?

1 年生から研究活動ができる

キ ャ リ ア ハ ウ ス1

年次後期に学科に関係
なく｢ハウス｣と呼 ば れる研

究グ ル ープに 参加 す れば、

教員 の指 導を受け ながら２

年～２年 半の 研究活 動に取

り組むことができ ます。

－

－

－

学習効果を高める

反 転 授 業

事 前にオンライン教 材で勉 強し、

授業中は発展問題や学生同士の議

論にあてることで理解を深めますO

→詳しくは13 ペ ージ

山梨大学工学部には

やりたいことが

１

見つ かる
やりたいことに

没頭する
そんな環 境がそろってい ます

座 作

‐

‐
－

－

４

齢

ゝ
Ｉ

に
　
ｙ

／ ●･

へ

ゞ、

－

自主的な学びの環境

フ ィ ロ ス

個 人 やグ ル ー プ で 快適 に 勉 強した

り､ 専門 教員 と数 学や 物 理の 問 題を

考えたりできるスペ ースがあります。

→ 詳しくは11 ペ ー ジ
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異文化,との交流も

Ｏ- フ ィ ロ ス

海外からの留学生や英語

アドバイ ザーからの英語

学習 サポートや世界各国

の文化を体験できます。
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四 ●･･

フ ィ ロ ス つ て ど ん な と こ ろ ？ フィロスを利用している学生に伺いました。

フィロスに来ると｢自分も頑 張らなくては｣という気 持ちになります。

フィロ スの利 用方 法は､講 義の 課題

に取り組ん だり､レ ポートを書い たり、

グループで 議論したりと様々で すが､と

ても 勉強しや すい空 間な ので､僕は ほ

とんど毎 日のように通っていま す｡ここ

には､ ２名 の先生 が常 駐さ れているの

で､ 分からな いこと がすぐ質 問で きる

のもい いで すねO 家で 勉強していて答

えに詰 まってしまっでも､フィロ スで だ

い たい のことが解 決できま す｡先生 方

は､こちらが分 かるまで丁 寧に教えてく

だざるので すが､ご自分たちの方から、

あ れこ れと口 を はさ むこと はされ ず、

学生の 自主 性を 大切にしてくださって

いるようです。

フィロ スには､ ホワイトボ ードが沢山

置 かれていて､そ れを 使って友 達同 士

で 教え 合ったりする場 面がよく見ら れ

ます｡ここに来る学生は､ 勉強に意欲 が

ある人 だちな ので､一 緒にいると刺激

を受け､｢ 自分も頑張らなくては｣という

気 持ち になるのも､フィロスの良いとこ

ろ だと思います。

まだ､足を 運んでない 人もぜひ積 極

的 に利 用して ほしい で す｡得るもの は

きっと大きいは ずで すO
先端材 料理工 学科　 栗原君

器蹴圖ｌ 異ｽﾞｨﾋ祁 七学習の場Ｇ－フ イロ ス( グロ ー バル 共 創 学 習 室)

留 学生と日本人学生が、互いに学び高め合うことで、さらなる成長 がもたらされる。

iii
SＡとして 活躍 する 交 換留 学 生 のマ シューとテ ニ ス

テニス:目的を持った意識の高い学生との交流は､とても楽

しいです｡英語が下手でも気にしないで､気軽に話しかけて

ください｡ここへきて話すことで､どんどん話せるようになる

し､英語も上手になりますよ。

マシュー:僕たちにとっても､ここは友達を作れる楽しい場

所｡僕も日本語がペラペラになりたいと思っています｡日本

人の学生は英語を､僕たちは日本語を､互いに学び合い､上

手になりましょう!

G－フィロス(グロ ーバル 共創学習 室)

は､日本人 学生と世界中 から 本学に 集

まる留 学生 か 互い に学 び合うことで、

語学はもとより､グロ ーバル 人材として

の素質をも育もうという場｡ベースとな

る甲府 キャンパスB-1号 館221 室 には、

英 字 新 聞､TOEFLyTOEIC の 関 連 書 籍、

日本語 学習 教材､日英 語 のDVD などが

配 架さ れており､明るくリラックスし た

雰 囲気 のなか で､SA( ステューデント･

アシスタント)として配 置さ れている責

任感のある留 学生と､気 軽な異 文化交

流を楽し みながら､会話力 や英 語力 が

高められるようになっています。

ま た､常 駐 する2名 の 英 語 学 習･留

学アドバ イザーから､英語 学習や 留学

に 関 す る ア ド バ イ ス や､TOEIC ／TOEFL

受 験に 向け た個 別 の学 習支 援

なども受けられます。

昼食を 食 べな がら 身近な 話 題につ

い て 会 話 を する″イ ン グリッシュ･カ

フェ″や､英 語学 習 の支 援はもちろん、

プ レ ゼン テ ーション の 練 習 や英 文レ

ポ ートのチェックもしてもらえる″イン

グリッシュ･サポート を はじめ､韓 国語

や中 国 語も 学べる 多彩 なプロ グラム

が用 意さ れていますので､ ぜひ活 用し

てください。
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大学と家での『学び』を逆転させた反転授業。

アクティブ・ラーニングを積極的に取り入れて、

学習意欲も理解度もUP

本学部で は､学生 が意欲的に 取り組 み､学

び を深 めていけるよう､反 転授業 を実 施し、

アクティブ･ラ ーニン グを 積 極的に 導入して

い ます｡これは､｢せっかく皆 が集まっている

時 間に､ 講義を 聴くだけ ではもっ たいな い｣

という発想から生まれたもので､従来 授業で

行ってい た講 義を 授業 外で行うことで 時間

的な余 裕を生 み出し､その時間を活用してア

クティブ･ラーニングを 実施 するという授業

形 態ですO

受講 する学 生は､ 教員 が用 意したビ デ オ

を 視聴し､ワ ークやノ ートの 作成に 取り組み

ま す｡こ れ が 事 前 学 習

で すO従来 の予 習 が 講

義 を受けるための 下準

備 で あ る の に 対し､講

義 そのものを 学ぶとい

う特徴 があります。

一 方､授 業 で は よリ

発展的 な内容 に取り組

み ま すO少 人 数 の グ

ル ープ に 分 か れ､事 前

学習の内容 について話

し合うこともあれ ば､課

題に 取り組 むことも あ

りま すが､ 学生 は､考え

たり､発 言 をし たりと、

より能 動的 に 授業 に参 加 することに なりま

すO教 員にとって は､グ ル ープ を回りな がら

個々の 学習状況を 確認し､一人ひとりに合っ

た指導 ができるという利点がありますし､学

生も､ 和気あいあ いとした 雰囲気のな かで、

自由に 意見を 言い 合い､わからないことを聞

い たり､教え合ったりしながら学び を深 めて

い けるので､学習 意欲が 高まり､知 識も 定 着

していきますO

反転授業 やアクティブ･ラ ーニングを導 入

している大学は他にもありま すが､本学の 最

大の 特徴は､工 学部 全 体が一 つの チームと

して取り組んでき たことにあります｡ﾈll数の

教員が 連携し､問 題点 について 相談したり、

手 法を交 換し 合ったりしな がら､より効 果的

な 形 へと進 化さ せてきた 結果､現 在で は 全

学部へと広かっていますO

:一斉講義

朧　　自宅:演習など

Ｎ単哭工］ 門六 潔 諮四 竹
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自 宅: 動 画 で 受 講

字生は事前に知識を受けとり、

対面授業に向けて疑問を整理 評
PC で

Ｏ 贈　 叫

訴: 憾　 似 ㈱

タブレットで　 スマートフォンで

教 室: 演 習･ 議 論

質疑.演習. 協調学習等，

学生主体の活発な字習(

アクティブ･う一ニング)



反転授業つてどんな授業?
反転授業を経験した学生と指導されている先生に伺いました。

仲間と協同で進める反転授業には楽しさや達成感があり、理解も深まります。

大 学院工学専攻メカトロニクスエ学コース

中村 耀 君(修±1 年)

僕 は､ 学 部生 の 時 に2度､ 今年 の 前

期に1 度､反転授業を 経験しました。

当 初 は事 前学 習が 負担 になるので

はと不安でした が､ 実際 にやってみる

と､動 画は15 ～20 分程度｡ 内容 がわか

りや すく､理 解でき なかった 部分 は何

度も 見直すなど自分のペ ースで 進めら

れることもあって､それほど負担 は感じ

ませんでしたOノート作りも､ だん だん

と要領 がつ かめ､ 短 時間でで きるよう

になっていきましたO

授 業は基 本的 に学生主 体です｡４～

５人 のグル ープに わかれて､事前 学習

の 内 容を 話し合ったり､課 題に 取り組

んだり…｡頭を使って 考えな がら､仲 間

してき ますし､授 業中 寝 ている姿も 見

かけ ませんO 逆に､ 当初 は 聞い ている

だけ だった 学生 が､回を重 ねるうちに

自分 から発 言 するように なる など､積

極性やコミュニ ケーション能力も 養わ

れてい ます。

学 生 からは､｢ 時 間が か かって 大 変

だ｣という声 はちらほら聞こえてきます

が､｢難しすぎ てわ からない｣といっ た

声は 聞こえてきませんし､どこから かコ

ピ ペしてきたような課 題やレ ポートも

無くなりまし た｡成 績も 全 体的 に向 上

しており､確実 に理解度 が上がり､知 識

も定着していま す。

と取り組 むグル ープワ ークに は､一人

で は味 わえな い 楽しさ や 達成 感もあ

り､モチベ ーションも 上がりました｡そ

れ に､事前 学習で理 解し たつもりの内

容を､口 に 出して 説明 することになる

ので､理解が 深まり､記憶 にも残りやす

くなります｡実際､試 験勉 強はノートを

見直 す程 度で､ほとんど時 間が かかり

ませんでし た。

僕は､自他とも に認める人 見知りで、

話し合いも苦 手だったので すが､反転

授業を通して､意見を言うことが平気に

なりました｡コミュニケーション能力も

高まったのではないかと感じています。

授業を通して切磋琢磨することで、理解度が上がり、成績も伸びています。

『学生 が 積極 的に 参 加し､主 体的 に

学び を深めていける授 業を､大学 の専

門 科目でも 行うことはでき ない だろう

か』｡多くの大学が抱える課題への一 つ

の解として導入さ れたのが反転 授業で

あり､その 原点には､一人でできる講義

は家でやり､みんなが集まる授業では、

大人 数 だからできることをやろうとい

う考えがあります。

従来とは まったく違う授 業形 態なの

で､ 本当 に可能 なの かとの 疑念もあり

まし たが､ 学生 は案 外すん なりと受 け

入れてくれてい ます｡学 習意 欲が 高ま

るのか､ ほとんどの学生 が事 前学 習を

森渾正之教授( 情報メカトロニクスエ 学科)
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経済的なサポートも
山梨工業会奨学基金

全 学的な 支援の 他に､ 工学部､ 生命 環境 学部､ 大学院(

工学系) では､成績 優秀だが家計に不安の ある学 生ら

～ﾌ 人に対して30 万円(返 済不要)を援助しますO

しＵ サ イ クJﾚ ・ ｔ ④]

こ の 印 刷 物 は､ 印吊|』月 の 紙 ヘ

リ サ イ ク ル で き ま す

ＡＣＣＥＳＳ
山梨大学へのアクセス

甲 府 キャン パ ス

(工学部･教育学部･生命環境学部)
山梨大学

甲府キャンパス

至東京方面

￥新宿

名 古 屋 ⇒ 甲 府 駅

Ｑ　 ①ＪＲ中 央線( 塩尻駅経由) ／塩尻で特急｢しなの｣ から特急｢ あずさ｣ に乗り換え､ 最短181 分

②東海道新幹線･JR 身延線(静岡駅経由) ／静岡で新幹線｢ ひかり｣から特急｢ふじかわ｣に乗り換

Ｑ　 ＪＲ名 古屋駅バスターミ ナル(新幹線口) より約２４０分

八 巽　京⇒甲府キャンパス

般道を北東の方角へ｡アJ

1時 間２０分 、

.２４５.４ｋｍ) で 降りて、

Ｔ 学 部 支 援 課　 ＴＥＬ.055-220-8402

〒400-8511 山 梨 県 甲 府 市 武 田４丁目3-11http://

ｗｗｗ.ｅｎｇ,yａｍａｎａｓhi,ａｃ.jp/
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